
目指せ「イクメン」！！
　　　　　　　　　　～りぶらのイク (育) メン講座～
　全４回講座で開催され、約 20名のイクメンを目指すパパ・プレパパ達が
集まりました。自分で積極的に応募したパパもいれば、知らない間にママが
応募して「行っておいで！」と言われてしまったパパまで、いろいろなパパ
達が集まりました。
　今回の講座では３つのテーマについて、実践的に講義が進められました。
その内容をちょっとだけ紹介・・・。
　【絵本の読み聞かせ】どういう本を選んだらいいのか、どういう読み方がいいのか勉強＆実践
　【パパ料理】慣れないエプロン姿で奮闘しました。料理をする自信が付きました。
　【パパ友づくり】パパ友をつくる大切さや、子どもたちとの遊び方を学びました。
ここで出会ったパパたちは今でも定期的に集まる機会を作って交流を続けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「イクメン」：子育てに積極的に参加する男性

　笑っている父親を増やしたい！！　

　　　　　　　　　　　　～ファザーリング・ジャパン東海～
　ファザーリング・ジャパン東海（ＦＪ東海／ＦＪＴ）は、ＮＰＯ法人ファザーリング・
ジャパンを母体とし、東海地区で「笑っている父親」を増やすことをミッションとして
活動している任意団体です。父親であることの楽しみを共有し、父親が育児にかかわる
ことの意味を伝え、一人でも多くの笑っている父親を増やすために活動しています。
　パパとママは共に子育てに取り組むチームメイトです。お互いに子育てや家事に関わりながら、仕事、地域、
プライベートでパパもママも共に活躍できる社会を目指しています。
　今後、ＦＪ東海では、現役の子育てパパが企画・講師をするイベントやセミナーなど東海地区各地にて展開
する予定です。共に学び、楽しみながら、「笑っている父親」を増やしていきましょう。
　「天下布父」　「ママが変われば、パパも変わる！家族の笑顔は笑顔のパパから」
　これらキャッチフレーズを合言葉に、東海地区を、笑って・楽しんで子育てに参加しているパパ達で一杯に
する。これがＦＪ東海のミッションです。
　　　　　　　　　　　　　　　　≪ファザーリング・ジャパン東海　http://fjtokai.jp/ ≫
　　　　　　　　　　　　　　　　≪ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン　http://www.fathering.jp/ ≫
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すいか隊★レポート★
★ ★

★

多様な活動や文化の見本市　　　　　
　　  　　 りぶらまつり2010開催！
•日時：11月 13日（土）10:00-20:00
　　　　　  　14日（日）10:00-18:00
•場所：図書館交流プラザLibra

　市内で活躍する市民活動団体、生涯学習団体、
NPOなどがりぶらに集結し、「りぶらまつり 2010」
が開催されます。市民手づくりの企画が盛りだくさ
ん！今まで知らなかった活動、団体、文化、そして岡
崎の魅力に出逢えます。
　14日には、男女共同参画について啓発する朗読劇
や、男女の本音をぶつけ合う「男と女
の討論会（予定）」も企画されています。
　詳しくは、りぶらサポータークラブ
のホームページ（http://www.libra-
sc.jp/）をご覧ください。

　　図書館交流プラザ・りぶらの　　
　　　　 男女共同参画講演会・講座
 平成22年度今後の予定
  11月　　　安心生活・暮らしの知識（２回）
  11～12月　新米ママの料理教室Ⅱ（全５回）
  12～１月　男子家事能力養成講座（全６回）
  12月11日　男女共同参画推進講演会
 　　　　　「何故男は暴力を選ぶのか」
  12月12日　パパと一緒に料理教室
　１～２月　女性のための健康体操（全８回）
　１～２月　ペアで習う英会話Ⅱ（全８回）
　１～３月　新米コック・おとこの料理教室（全８回）
　３月予定　女性のための健康講座（２回）
　時期未定　男女共同参画セミナー
　＊詳細は市政だよりをご覧ください。
　＊お問合せは市民活動総合支援センター
　　　　　　　　　　　　　（☎23－3241）へ
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話そう、働こう、育てよう。いっしょに。
※

Q

A

Q

A

Q

A

　　今号のKiratto さん
　　岡崎市男女共同参画推進サポーター
　　すいか隊
　　 岡崎市初の男女共同参画を推進する市民団体で
　　 あるすいか隊の隊員の皆さんの紹介です。

他を認め、その中でどれだけたくさん自分を生かす
ことができるか。自然にできるようになるといいで
すね。考えてみようよ、男女共同参画社会。（Ｍ・Ｈ）
人も街も全てのものが、活き活きと未来に向けて進
んでいける様な活動をしていきたいと思います。「気
づき」を大切にして、魅力ある“すいか隊”の一員
として、楽しんで行動していきます。よろしくです！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（Ｈ・Ｓ）
「男女同参画って何？」という質問にわかりやすく答
えられるそんな隊員を目指します。　　　 （Ｃ・Ｉ）

現在は、家事ママの一助にと、子ども達の下校時に
見守り、付き添い等をしています。思うことは、未
だに家父長制的固定観念が根強いということ。絶対
超えねばならないハードルで、一人一人の平等、協力、
共生の意識改革が必要不可欠。　　　　　　 （Ｈ・Ｔ）
女性も男性も、ステキな生き方を発見しましょ！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ・Ｙ）
男女共同参画社会の推進により、安心して子どもを
育てられる社会になってほしいと思います。２歳に
なる孫や、その両親が心豊かに充実した毎日を送る
ことができることを願っています。　　　　（Ｋ・Ｍ）
介護の知識があれば、あなたは安心して高齢者にな
れます。介護は男女の問題です。介護を知って夫婦
の老後を仲良く過ごしましょう。　　　　　 （Ｍ・Ｓ）
すいか隊に参加させて頂き、男女共同参画について
考える機会を得ることができました。これからの素
敵な生き方を、皆さんと一緒に考えていけたらと思
います。よろしくお願いします。　　　　　  （Ｈ・Ｋ）
子育てお父さんの意識を変え、多くのお父さんが子
育てや家事に積極的に参加している状況を作りたい
と思っています。　　　　　　　　　　　　  （Ｍ・Ｈ）
今後は地域においても高齢者が増加していきますが、
老若男女が平和に暮らせるようになってほしい。ま
た、女性の声が地域で生かせるように、総代的役割
や女性議員（政治家）の養成所的施設ができるよう
なシステムを作りたい。　　　　　　　　　 （Ｋ・Ｔ）
男も女もない、人としてどう生きるかが大事！男女
共同参画推進サポーターすいか隊として、まずそこ
から見直したい（隊）です。　　　　　　　　（Ｎ・Ｍ）

※内閣府　平成 22年度男女共同参画週間チャッチフレーズ

すいか隊とは？

岡崎市男女共同参画推進サポーター養成講座
を受講し、もっと

　　 すてきな
　　 いきかた
　　 かんがえよう　と集まった市民有志です。

どんな活動をしていますか？

初仕事は、このKiratto の企画・編集です。
イクメン講座の取材に行き、育児を楽しんで
いる男性に頼もしさを感じました。

今後の活動は？

難しそうと思われる「男女共同参画」を身近
に感じてもらえるように様々な情報を発信し
ていきたいです。

隊員からのメッセージ



◇ 調査期間：平成 22年 6月 24日 ( 木 ) ～ 28 日 ( 月 )　　　　　◇ 調査対象・方法：りぶらの来館者に対する留め置き
◇ 実施主体：岡崎市男女共同参画推進サポーター・すいか隊　　 ◇ 有効回答数：210 名
◇ 内　　訳：男性　　  84 名　40％ 女性　 126 名　60％
　　　　　　 20 代未満 50名　24％ 20 代　　15名　 7％ 30 代　　45名　21％ 40 代　　 29名　14％
　　　　　　 50 代　　17名　 8％ 60 代　　37名　18％ 70 代以上 17名　 8％

りぶらで、男女共同参画のアンケートをしました！

Ｑ．「男女共同参画」という言葉を聞いたことがありますか？

12％

46％46％17％

25％ 聞いたことがあり詳しく知っている

聞いたことはあるがなんとなくしか
知らない

聞いたことはあるが意味は知らない

聞いたことがなく意味も知らない

男女共同参画ってなに？
男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性
と能力を発揮できる、それが「男女共同参画社会」です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内閣府男女共同参画局ホームページより抜粋）

9％
20％

《男性》

《女性》

仕事だけが
人生じゃないでしょ

経済的に自立し、対等
な立場でありたい

23％

66％

75％

71％71％

66％

75％

17％
8％

11％

賛成

反対

無回答・その他

外で働くのが当然
（男性）

うちはそれで
うまくいっている

それが
当たり前でしょ

《全体》

夫のほうが
　　家事は上手よ 出産しても仕事を

続けたいわ

男も育休を取って
子育てを楽しみた
いんだけど・・・

夫や子供の世話が好き
（女性）

105人

64人

59人

116人

103人

67人

学校

家庭

法律や制度

職場

社会通念や慣習

家庭

平等だと思う分野 あまり平等であるとは言えない分野

ある
29％ ある

48％
ない
64％

ない
45％ない

64％

ない
45％

無回答
7％

無回答
7％男性 女性

女性サービスデーはある
のに男性サービスデーが
ないのは不平等

職場で、男女不平等を
すごく感じました

容姿のこと

ごろごろ
してい

ない

で暇な
ら何か

やって

だから
、あなた

は

仕事が
できな

いのよ

女のくせに
男のくせに

オレが稼いだ金だ

女は夜遅くまで

遊ばないものだ

三食昼寝付きの仕事がうらやましい

女（嫁）は
黙っていなさい自分の身内の悪口

あっち行って

私たち夫婦はお互いに

名前で呼んでおります

仕事もしているのに、よくやってくれてありがとう
これ
から
はゆ
っくり

と

余生
を楽
しく

過ご
そう
ね

料理が美味いお前
はよ
く

がん
ばっ
てい
るな

ホントは感謝してるのよ

ありがとうありがとうありがとう
圧倒的な数が「ありがとう」でした！

一生支え

合おうね

Ｑ．「男は仕事、女は家庭」という固定観念についてどう思いますか？

Ｑ．あなたは社会の各分野での男女平等についてどのように感じていますか？

Ｑ．あなた自身が男女の不平等を感じたことはありますか？

Ｑ．配偶者やパートナー、異性に言われてうれしかった言葉、言ってほしいことは？

Ｑ．配偶者やパートナー、異性に言われてグサッときた言葉、傷ついた言葉は？

毎年６月 23日から 29日までの１週間は「男女共同参画週間」です。

（複数回答可）


